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株式会社 構造ソフト 
 今月のイチオシ  
 
 

拡張情報         Q&A（適判等からの指摘事例） 

拡張情報 「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.330） ・・・P1 「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A  ・・・P4 
 
 

◆「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.330） 

・株式会社向山工場製の高強度せん断補強筋「エムケーフープ」を「BCJ評定-RC0419-03」に準じて計算を行うようにしました。 

2019年 2月にリリースした「BUILD.一貫Ⅴ」（Ver.2.330）より、株式会社向山工場製の高強度せん断補強筋「エムケーフープ」使用部材につい

て、BCJ評定-RC0419-03（以下、新評定と表記）に準じて計算を行うようにしました。 

以下が新評定での変更点となっています。 

① 安全性確保の検討におけるせん断補強筋比（pw）の上限の変更 

② 円形柱への適用 

③ フック付重ね継手の長さをコンクリート強度に応じた長さに変更 

④ 主筋の適用範囲の拡大 

 

今回はプログラムで対応した①と②について、変更内容を紹介します。なお、③と④についてはプログラムでの扱いに変更はありませんので、変更内容の紹

介は省略します。各変更内容の詳細は、『エムケーフープ（MK785）設計施工指針・同解説（以下、指針という）』を参照して下さい。 
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・安全性確保の検討におけるせん断補強筋比(pw)の上限値が 1.2%になりました。 

これまでは、安全性確保の検討時の pw の上限値が 1.0%となっていましたが、新評定では上限値が 1.2%となりました。これにより、今までよりも高い

許容せん断耐力をとることができます。 

 【 旧評定（BCJ評定-RC0419-02）】 【 新評定（BCJ評定-RC0419-03）】 

安全性確保のための許容せん断耐力がアップ！
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・円形柱に適用できるようになりました。 

プログラムでは、せん断補強筋に普通強度鉄筋を使用した円形柱の終局せん断耐力については、等価断面となる正方形柱に置換して算出しています。

高強度せん断補強筋を使用した円形柱についても、同様の方法で終局せん断耐力を算出していますが、エムケーフープの新評定では、等価断面への置

換方法およびその方法によるせん断耐力式への適用性が示されるようになりました。 

プログラムでは、指針に従い、以下の方法で等価断面となる正方形柱に置換し、終局せん断耐力の算出を行っています。 

 等価断面の幅（B）= 等価断面のせい（D）= 円形断面の半径（r）×√π  

 せん断補強筋比 pw = aw (B ∙ x)⁄  

（aw：せん断補強筋断面積、 x：せん断補強筋間隔） 

 引張主筋本数 nt = (ng 4⁄ )+1 

（ng：全主筋本数） 

 かぶり厚さは、円形断面と同じ 

 

円形断面柱および配筋 置換正方形柱の断面 

B 

D 

r 

 

 

円形柱のせん断補強筋に普通強度鉄筋や高強度せん断補強筋を使用する場合は、等価断面として検討しても問題ないことや円形断面に高強度せ

ん断補強筋を使用しても問題ないことをメーカーに確認するなど、設計者の判断・確認が必要でした。エムケーフープの新評定では、円形柱に適用して良い

ことが評定で認められているため、指針で示されている式により算出することで設計者の判断・確認の必要はなくなります。 

 

 
  



今月のイチオシ（2019年 4月号）  
 

 

4 / 4 
 

 

 

◆「BUILD.一貫Ⅴ」 Q&A（適判等からの指摘事例） 

タイトル：ＲＣ造柱の曲げ耐力が項目によって異なる値になっていると指摘された 

Ｑ．適合性判定機関より、ＲＣ造ルート３の物件について、許容応力度計算の「建物崩壊形の判定結果」に出力された値、許容応力度計算の「ＲＣ

造接合部の検討」に出力された値、保有水平耐力計算の「Ds算定時の部材終局強度」に出力された値で、柱の曲げ耐力が異なっているのはなぜ

ですか？と指摘を受けました。 

梁の曲げ耐力については同じ値です。どのように説明すればよいでしょうか？ 

 

A．柱の曲げ耐力は軸力を考慮したＭ－Ｎ曲線で算出していますので、耐力計算時の軸力が異なれば、柱の曲げ耐力は異なるものになります。梁の曲

げ耐力については、軸力を考慮しておりませんので、同じ値になります。 

許容応力度計算の「建物崩壊形の判定結果」の柱耐力は、断面計算のせん断設計時に使う軸力で計算した柱耐力になります。 

許容応力度計算の「ＲＣ造接合部の検討」の柱耐力は、崩壊メカニズムを精算できない為に略算とし、[長期軸力＋地震時軸力×２] を設計軸

力とした耐力になります。 

保有水平耐力計算の「Ds算定時の部材終局強度」の柱耐力は、Ds算定時柱軸力を使って計算した柱耐力になります。 

そのため、各々の出力で柱耐力が異なっています。 

なお、許容応力度計算の「建物崩壊形の判定結果」は、従来のルート２-３での検討を念頭においたもので、ルート３まで行う場合は不要です。 

また、ルート３まで行う場合は、保有水平耐力計算でＲＣ造接合部の検討を行うので、許容応力度計算の「ＲＣ造接合部の検討」は不要です。 

よって、ルート３まで行う場合は、許容応力度計算の「建物崩壊形の判定結果」「ＲＣ造接合部の検討」は出力しないように、検討を行わない設定

にすることが望ましいです。許容応力度計算データの[ＤＥＳ１]（断面計算の制御）の 14 と 17項目になり、デフォルト（入力を省略した場合）

は、行わないようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

※ 弊社ホームページの Q&A では、この他にも、適判等からの指摘事例の Q&A を 135 件以上、通常の Q&A を 3250 件以上掲載していますので、

ご活用下さい。なお、Q&A の閲覧にはサポート会員登録が必要です。 

http://www.kozosoft.co.jp/support/qa.html
http://www.kozosoft.co.jp/support/toiawase.html

